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社会科学分野の主題書誌

中村弘光本

近年の社会科学分野における書誌活動にお 1970. 7， 149 p. 

いて，顕著な傾向はコンピュ-!iーを利用し へ.-)レ女史に現在，ウエスタン・オースト

た書誌作成がかなり進められはじめたこと ラリア大学図書館副館長であるが， 1968年に

と，もう一つは社会科学の各分野にまたがる 1年間休暇をとって，シェフィールド大学に

interdiscip¥inaryな書誌作成が増加している 学び論文をまとめあげたが，この新著はそれ

ことであろう。後者は，政治学または社会学 をもとにしたものである。彼女の関心は，書

を中心にしながら拡がっている九 誌，と〈に主題別書誌なるものがどのような

この小稿では，それらの新しい書誌を紹介 役割を果し，どのようなタイプの書誌が利用

するのではな<，社会科学書誌の一般論につ 者にとって有用であり，どのような編成がの

いて，最近入手した BarbaraM. Hale女史 ぞましいのかをさぐりあてることにある。

のものを中心にして紹介しておこう。 まず全体の構成を目次によって示しておこ

Hale， Barbara: The subject bibliogra. う。

phy of the social sciences and hu. 1.序論

manities， Oxford， Pergamon Press， 2. 主題別書誌の発展

* なかむら ひろみつ アジア経済研究所
1) この傾向の代表的な書誌:Deutsch， Kar1 W. and Richard L. Merritt: Nationali，、m
and national deveゐρment:an iJlterdisciplinaη biるliograρhy.Cambridge， The 
MIT Press， 1970， 519 p. KWICシステムを使用 Beck，Car1 and J. Thomas Mc. 
Kechnie: Political elites: a select computerized bibliography. Cambridge， The M. 
I. T. Press， 1968， 661 p. KWOC (Key Word Out of Context)システムによる。
コンピューター使用の解題書誌として有名な TheUniversal Reference System (New 
York)は Alfredde Graziaの指導下に， r政治学，政府，公共政策シリーズJ(Political 
Science， Government & Pub¥ic Po¥icy Series)を1965年から刊行しはじめている。 こ
のシリーズは10巻から構成され， 各巻約千ページにおよぶぼう大なものである。 Vo1.1. 
International affairs; Vo1. II. Legislative process， deliberation， and decision making ; 
Vo1. III. Bibliography of bibliographies in political science， government， and public 
policy; Vol. IV. Administrative management: public and private bureaucracy; 
Vo1. V. Current events and problems of modern society; Vo1. VI. Public opinion， 
mass behavior， and political psychology; Vo1. VI1. Law， jurisprudence， and judicial 
process; V 01. VIII. Economic regulation， busine田 andgovernment; Vol. IX. Pub. 
¥ic policy and the management of science; V 01. X. COJ;nparative government and 
culture. Universal Refernce Systemは独自の分類と言'[ljffi用語を利用して，コンピータ
ーに入れているが，利用方法はかなり複雑である。収録文献の範囲は，政治学を中心とし

ているが，社会学，経済学等隣接分野のものも幅広〈入れている。

- 41-



3. 社会科学・人文科学の主題別書誌.近 ける改革を提案する。 ζの報告書は，書誌に

年の発展 ついて(1)機能， (2)形態と編成， (3)物理的な形

4. 書誌の理論 態， (4)種々のグループにまたがる利用者， (5) 

5. 主題別書誌とインフォーメーションの 収録範囲， (6)分類あるいは編成， (7)組織と後

流れ 援， (8)予約，政府補助，あるいは財団助成金

学術的コミュニケーション による資金調達の各側面にわたって問題点を

その他の図書館ツール とりあげ，書誌改善について次のような 3段

研究者の需要と文献探索方法 階計画を提案したω

異なった部門の文献の特質 第lは，特殊な社会科学問題についての書

インフォーメーション蓄積と検索 誌的展望のシステムおよびと〈に経済学，

6. 主題別書誌の編成 政治学，社会学ならびに歴史における選択的

7. 若干の主題別書誌の編成 抄録のシステム，この 2つのサーヴィスの採

8. 書誌的ツールの利用 択を要請する。

附録 I 書誌的ツール利用調査 第2は現在実施されている諸種書誌活動の

E 質問表 統合ならびにその相互間の協力増大である。

第1章「序論」では「書誌J(bibliography) 第3は，社会科学出版物および書誌全体に

という言葉の定義づけの難かしさをのべ，こ ついての長期的な合理化についての想像力豊

こでは主題別書誌 (subjectbibliography) かな提案である。これは，学術雑誌がないと

を比較的広義に解釈し I印刷されたインフ いう出版システムで，論文は小部数のみ刷ら

オーメーションに対し，主題別アプローチを れるが，その抄録は広〈利用できうるように

用いる書誌的補助 (bibliographic aid)J するか，あるいは個々の論文とマイクロカー

とする。第2章は主題別書誌の発展を， ドで頒布し，そのカードの上に著者名，タイ

T. Besterman， Georg Schneider， L. N. トノレ，抄録を印刷してマイクロソーダーなし

Maleles， Archer Taylorなどの研究に主と で利用できるようにする。

して依拠しながら， 16世紀の ConradGes- これと同時期に国際社会科学ドキュメンテ

nerの仕事から，第2次大戦後の Unesco支 ィション委員会 (InternationalCommittee 

援による書誌活動，また医学の MEDLARS for Social Science Documentation)がUne-

による IndexMedicus Iこいたるまでの発展 配 0 の肝入りで創設され，社会科学諸分野の

をあとずける。 国際書誌活動が始められ，書誌活動の調整，

第3章「社会科学・人文科学の主題別書 書誌的データの標準化も進められた。

誌近年の発展」では， 1950年代以降，アメ 1950年におけるシカゴ大学の提案は，いわ

りカ，あるいは Une配 0を中心にして論議さ ば伝統的な書誌活動の鉱充を目指したもので

れた社会科学書誌作成方法についてあとずけ あったが， 1965年にカリフォルニア大学の

てゆく。 H.E. Boehm博士は Bluφrintfor Bib-

1950年にシカゴ大学が“Bibliographical liographyと題して，社会科学・人文科学関

Services in the Social Sciences "， Libraη 係書誌活動についての革新的な提案を示し

!.2uartetly と題して社会科学書誌活動にお た。彼は次のような 6項目の勧告をかかげ
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た 史は，主題別書誌の場合には論::p:'r刊(主題分

111 社会科学・人文科学についての単一の 類)編成が望ましいとのべている。

統合l下J・包括均な国際書誌システムの創設。 第8章「書誌的ツーノレの利用」は後掲の

121 書誌にたいする多層的アプローチの適 「調査」からえられた結論をのべている。 I抄ト

用 なことは，この調査で，各分野で基準的書誌

131 システム・アプローチの適用 と考えられるものについて研究者があまり知

14) 書誌処理プロセスの一部としてのコン っていないことで，たとえば， 5人のエコノ

ピュターの利用 ミストのうち bldex(o FAOI/OmicJour・nals

15) 情報源，コンピュータ一利用等につい を知っていたのは 3人だけであり Unesco

ての教育政策の検討 の IlIlenwtiollalBibliograρhy <!f FAOIIO 

16) 研究のための新しいコミュニケ ショ lnIcsについては誰も知らなかった。

ン体系の必要性口これは，社会科学・人文科 すでにしばしばふれたように，著者は社会

学のための国際的通信サービスおよび新聞の 科学書誌の新しい傾向(包括化，コンピュ

確立を要請する J タ一利用〕は研究者が「ひろい読みJ(“brows-

Hale女史は， 乙れらの提言などを紹介し ing")する必要を犠牲にして， 1"鉱脈を手探

たが，書誌活動の中心的傾向をあきらかに りJ(dowsin日つする必要をみたそうとして

し， もっとも驚異的な実験として， A. de いる，とのべ，社会科学者の場合“dowsing"

Graziaが中心となって編集する Universal の必要性が少ないことを強調している。

Reference Systemをとりあげる。 巻末附録として，著者がシヱフィーノレド大

第4章「書誌の理論」では，統合化された 学留学中(1968年)に実施した書誌利用状況

(integrated)国際書誌が，のぞましいか，あ 調査を収めている。調査事例は少ないが若f

るいは各部門別，各国別のものがよりのぞま の参考になると思われるので簡単に紹介して

しL、かの問題に焦点をあてているが，著者は お〈。大学の中の 5学部(社会研究， 経済

まった〈包括的・統合的な書誌には，批判的 学，中世・近代史，フランス語，ならびに哲

である←第5章「主題別書誌とインフォーメ 学〕が社会科学・人文科学の代表として選ば

ーションの流れ」では，学問分野によって， れ，それらに属する教職スタッフ全員に別掲

学術的コミュニケーシ Tンのパタ ンが異な のような質問表が配布された。質問表は教職

ることに注意し，近代的な情報検索手段の社 スタッフがどのように書誌を利用し，またど

会科学分野への適用については，放Barbara のようなタイプの書誌をより好むかを明らか

Kyle女史の説に例証をとりながら批判的で にするように考えて作成された。質問表は57

ある 通送られたが， 23通が回答を記入して返送さ

第6章，第7章では書誌の編成(アルファ れた。田平年者のうち18名についてインターヴ

ベト順，クロノロジカノレ，論理的)について ユーし， 2名には手紙で連絡をとった。社会

一般論と最近刊行された書誌における具体的 科学者27名のうち， 13名が回答し，人文科学

事例をもとに，その長短を上げている。 者30名が回答しているが，その他の人々が回

書誌編成は，対象部門・主題・資料形態に 答しなかった理由は解らないし，書誌類を伎

よって呉なることは当然であるが， lIale女 っていなL、からだと考えることもできない。
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第2表に示されるように， 22名が自身の研究

のために書誌を利用している。質問表回答者

のうち2名だけが，書誌的ツーノレを全〈佼わ

ないと回答してきたが，そのうち 1名は，書

誌的ツールの意味を誤解し，もう 1名は専門

分野(哲学〉では主題書誌は利用価値が他の

分野に比べて少ないと答えた。

第3表は，質問表のIT，および皿， Aに対

するものであるが，人文科学系統の研究者の

方が社会科学系統の研究者よりも，主題別書

誌をよく使っている。経済学研究者は，書誌

的評論，索引誌あるいは研究誌の一部として

含まれている書誌の scanningに依存してい

るロ遡及的主題別書誌をあたっているのは，

5人の経済学研究者のうち 1人だけである。

人文科学系統の研究者はあらゆるタイプの

書誌を利用しており，カレントな書誌および

遡及的書誌についてもっとも熱心でありまた

よく知っているのも ζのグループである。

イソターピューでは，回答から得られたイ

ンフォーメーションをさらに補足するいくつ

かのことがわかった。

例えば，研究者が新しいテーマにとりかか

るとき，最初にすべての関連文献をさがすの

ではなし標準書につけられている書誌か

ら，関連図書・論文をさがす。一次資料が研

究の基礎を作り，標準文献および書誌的展望

がより詳細な文献への背景の資料，参考資料

を提供する。それから穴のないように，主題

別書誌にあたってみる。全員カレ γ トな書誌

をインフォーメーションを up-to-date にす

るために矛U用している。

具体的な問題にとり〈んでいる 1人のエコ

ノミストは，ある省の専門図書館活動を利用

している。

経済学の5人は全員 E.eofwmicJournal， 

Arnerican &onomic Revie叩(この学会機

関誌の書評・書誌的部門はゐurnalof&0-

1I0mic AbstractとともにJournalof &0-

nomic Literatureとして1969年から綜合的

な書誌に編成替されたから現在調査すれば，

もちろん Journalof &ono明 icLitera-

tureがここにあげられるだろう一筆者注記)

ならびに &onometricaの書誌的展望， 書

評に依存している。新しい文献のためには，

&onomic Journalに毎号収められてL、る

近刊雑誌論文リストに目を通している。社会

学者は研究書誌的サーヴェイ， と〈に Cur-

rentゐciologyの研究状況調査，書誌サー

ヴェイを有用だと考えており，ある講師は，

あまりよく知らない分野について，情報を求

める場合言誌的展望はとくに有用であり，伝

統的な形の主題別書誌・索引は参考文献の多

すぎて r学生を沼地におとしいれる」傾き
カ2あるといっfこ。

書誌の編成について，どれが利用しやすい

かよく分らないが，それより関心の大きいの

は，その収録する範囲である。社会科学者

は，社会科学関係書誌で用いられている論理

的編成について不満足であるから，自分自身

の特別なトピックよりももっと幅広く見る傾

向がある。 しかし若干の人々は lntenzatio-

nal Bibl，ゐ'graphyofゐciology，lndex of 

&onom五cJournalsに佼われている分類表

に賛意を示していた。関心によっても異な

り，学問の応用面に関心ある人々は理論的傾

向の強い人々よりも，より細かい分類，より

精密な情報を要望する。 2人のエコノミスト

は分類の細かい &onomicAbstractsより

も，あらい件名のもとに整理してある Joltr-

nal of &onomic Abstractsの方を好んで

いた。
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第 1 表

lQudeissttrioibnuntaeid res Questionnaires |P…s 
returned I interviewed 

ふ，cialSciel/ces 
Sociological studies 15 8 7 
Economics 12 5 5 

Sub-total 27 13 12 
HU/Jlanities 
Medieval and Modern History 12 6 3 
French 12 3 3 
Philosophy 6 1 。
Sub-total 30 10 6 

Total 57 23 18 

第 2 表

|Nooflusedfor「setputlwor
replies I research info;~~tion Ilecture prep. 

Social Sciences 
Sociological studies 8 8 5 4 
Economics 5 5 3 2 

Sub-total 13 13 8 6 

Humanities 
Medieval and Modern History 6 6 4 4 

French 3 3 2 2 
Philosophy 1 。 。 。
Sub-total 10 9 6 6 

Total 23 22 14 12 

第 3 表

lNooflSub 
replies I bibl. 

|Aht l m131lRegular 
iournals I reviews I scanning 

Social Sciences 
S配 iologicalstudies 8 5 8 5 2 
Economics 5 1 2 4 4 

Sub.total 13 6 10 9 6 
Humanities 
Medieval and Modern History 6 6 2 4 4 
French 3 3 3 2 3 
Philosophy 1 。 。 。 。
Sub-total 10 9 5 6 7 

Total 23 15 15 15 13 
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書誌利用調査質問表

UTILISA TION OF SUB]EGT BIBLIOGRAPHIES 

Name ..…・・・…・・・・・・・・・・・・・・…・……・ ・・・ Department . 

r. Do you use bibliographical “tools" when: 
a. embarking on research in your own field? Yes/No 

b. seeking information on subjects outside your五eld? Yes/No 

c. preparing lectures for undergraduates? Y es/N 0 

lf you use bibliographical“tools" for any other purp田 e，please give details . 

11. What type of biblio耳raphical“t∞1"do you use in each of the above situations? 
Please in dicate by a tick， or if you prefer， give the name of the bibliography used. 

Subject indexes to 
periodicals 

Special subject 
hibliographies 

Abstracting journals 

Bibliographical 
reVlews or surveys 

Own 
research 

Outside Lecture Other 
informa. prepara-
tion tion 

II1. A. Do you scan regularly any abstracting journal， or hibliography which is puh-
lished in serial form or as part of a journal? Yes/No 

III. B. If so， please give the names of them ..…・

PLEASE RETURN TO: MISS B. M. HALE， Postgraduate School of Librarianship and 
Information Science， by 15th ，'I1A Y， 1968. 
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